


川崎ラボラトリーがスタートしました

地震防災フロンティア研究センター　副センター長　　 　 　 　
川崎ラボラトリー　所長　後 藤 洋 三

　防災科研は、文部科学省が２００２

年度から開始した防災分野の研究開発

委託事業「大都市大震災軽減化特別プ

ロジェクト（以下、大大特）」を受託

し、その実施拠点として、神奈川県川

崎市川崎区南渡田町に川崎ラボラトリ

ー（以下、川崎ラボ）を開設しました。 

　この川崎ラボでは、大大特の内の「

震災総合シミュレーションシステムの

研究開発」を防災科研の地震防災フロ

ンティア研究センターが実施し「レス

キューロボットの研究開発」をＮＰＯ

国際レスキュー研究機構が実施します。

震災総合シミュレーション
システム

　１９９５年に発生した阪神淡路大震

災では、情報の収集や伝達が円滑に進

まなかったために救援が遅れ、復旧活

動が混乱しました。その反省から、国

や自治体などは災害情報の早期収集と

伝達などを目的とした災害情報システ

ムの導入を進めています。

　大大特で開発する「震災総合シミュ

レーションシステム」は、大震災発生

の直後から復興に至る間の様々な災害

対応活動に必要となる情報を、最先端

の情報通信技術（ＩＴ）を駆使して素

早く収集し提供して、地震災害の影響

を最小限に止めようとするものです。

　例えば、大地震が発生して多くの家

が倒壊した場合、瓦礫の中に閉じこめ

られた人の情報が早く集まれば、救助

隊を効果的に派遣できます。火災が発

生した場合、道路の不通個所や延焼方

向を推定できれば、どの道路から消防

車を投入し、どの方向へ住民を避難さ

せるか決定できます。復旧の段階でも、

様々な情報が調整され関係者に提供さ

れれば、工事は混乱がなく進みます。

　「震災総合シミュレーションシステ

ム」には阪神淡路大震災の経験から考

え出されたリスク対応型地域管理情報

システムを適用します。これは、自治

体が住民登録などで日常使っている情

報システムと災害時のための情報シス

テムを統合したものです。日常業務で

常に更新されているデータを使い日常

と大差のない操作で被害推定などが行

えます。このシステムの基盤となるデ

ータシステムには、情報を空間座標と

時間座標で管理する時空間地理情報シ

ステム（４次元ＧＩＳ）を使います。

時間軸が入ることによって、地震災害

に遭って激しく変化していく地域の様

子が切れ目無く記録されていきます。

そのデータを使い、被害の発生状況を

推定するシミュレーションと消火や避

難などの進行を推定するシミュレーシ

ョンなどを行います。さらに様々な観

測装置や航空写真から実際の災害情報

を収集し、逐次、被害推定の結果を修

正して確かなものとしていきます。

　以上のようなシミュレーションには



膨大な情報を素早く処理する計算機が

必要になります。そのため、パソコン

のＣＰＵを多数集めてブドウの房のよ

うに結合したＰＣクラスタを用います。

これに日常業務で使われているパソコ

ンを多数結合して大規模並列分散処理

を行います。このような技術を適用す

ることにより、自治体は規模に応じた

システムを比較的安く導入出来ます。

　一方、このシステムが自治体の中だ

けに置かれていると、自治体の建物が

被害を受けた場合に使えなくなってし

まいます。そこで、その自治体とは離

れた場所に通信回線で結ばれた防災情

報センターを置きます。このセンター

は多くの自治体によって共同利用され、

一朝事あるときに自治体の防災活動を

支援します。

　大大特は「震災総合シミュレーショ

ンシステム」の原型を平成19年３月ま

でに完成することになっています。川

崎ラボはそれまでの間に防災情報セン

ターのパイロットシステムを開設し、

希望の自治体を募って試験運用してい

きます。

レスキューロボット 

　「レスキューロボット」は瓦礫に閉

じこめられた被災者の調査や救出を支

援するロボットです。

　ＮＰＯ国際レスキュー研究機構は川

崎ラボに瓦礫の模型を常時設置し、レ

スキューロボットの実際の性能を検証

しながら開発を行います｡また､ロボッ

トによる被災状況の調査や情報伝達な

どについても研究開発することになっ

ています。



日本に活火山がいくつあるか？

1　 日本に活火山がいくつあるのか
　　知っていますか？

　答えは、「だいたい９０から１００

」です。

　なぜ、「９４」とか「９８」とかは

っきりした数でわからないのでしょう

か？

　いろいろと問題があるのです。

　少し考えてみましょう。

2　 まず、「活火山」を定義する必
　　要があります。これが案外むずか

しい。

　火山を専門に研究している人を「火

山学者」と呼びます。実は私自身もそ

の一人ですが、世界中の火山学者にア

ンケートをしました。「あなたは活火

山をどう定義しますか？」すると、お

どろいたことに、「２・３年以内に噴

火した火山」という答えから、「１万

年以内に噴火した火山」という答えま

で、たいへんな幅がありました。「活

火山をどう定義するか私は興味を持た

ない」と答えた火山学者もありました。

ぶ厚い火山学の教科書を開いてみます

と、意外なことに「活火山」の定義を

はっきり書いてある本があまりないの

です。

　活火山以外にはどのような火山があ

るのでしょうか？

　「休火山」と「死火山」という言葉

があります。

　「死火山」というのは、地下にマグ

マが存在しなくなって、噴火する能力

がなくなってしまった火山と定義でき

ます。「休火山」はどうでしょうか？

「今は噴火していないが、過去に噴火

した記録がある火山」という定義はど

うでしょうか？ところが、国により、

地域によって、歴史的な記録がさかの

ぼれる年代がちがいます。例えば、日

本では１０００年以上前から記録があ

りますが、アメリカでは３００年もさ

かのぼれば、書かれた記録はありませ

ん。休火山という概念は厳密な火山学

的定義にはそぐわないもののようです。

3　 日本には気象庁という役所があ
　って、火山の活動状況を観測し、監

視する業務を行っています。火山噴火

によって引き起こされる災害を防ぐに

は、まず活動的な火山を選んで監視す

る必要があります。活動的な火山＝活

火山でしょうから、気象庁にとっては

「活火山」の定義は重要です。

　気象庁は、学識経験者の意見にもと

づいて、活火山を次のように定義して

います：

　　過去およそ２０００年以内に噴火

　　の記録があるもの

　　噴気活動が活発なもの

このような定義にそって日本中の火山

を数えますと、８６個の火山が「活火

山」に相当します。ただし、ロシア国
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箱根から見た富士山

と領土問題で論争中の北方四島に１０

個の「活火山」があるので、現在日本

国民が自由に訪れることが可能な「活

火山」は７６個になります。

4　 ここでおわかりのように、２０
　００年という数字は人間が勝手に決

めたもので、火山学的な意味はありま

せん。何しろ火山の一生は数万年から

数十万年ですから、１０００年くらい

の違いが大したものではないことは明

らかです。

　最近では、２０００年の過去までさ

かのぼるだけでは十分ではない…とい

う意見が出てきました。例えば、いっ

そ１万年前まで噴火の記録をさかのぼ

れば、将来の火山災害に対して、より

効果的にそなえることが出来るだろう

…という考えです。

　もし１万年前までさかのぼると、日

本の活火山の数は１００を少し越える

かも知れません。

　こういうわけで、「日本の活火山は

９０から１００くらい」という、やや

あいまいな言い方になるのです。あい

まいな表現が必ずしも真実から遠いこ

とにはなりません。むしろ、正しく理

解しないで機械的に数字を暗記するこ

との方がよくないと私は思います。

　みなさんどう思いますか？



　私たちの国は、毎年夏から秋にかけ

て台風に襲われます。台風は恵みの雨

を与えてくれることもありますが、む

しろ台風の強い風と雨はいろいろな種

類の災害を出してしまいます。昨年も

台風が起こした災害で１８名の方が亡

くなり１６５名以上の方が負傷されま

した。台風の災害から身を守るために

も、過去に起こった災害の状況を知っ

ておくことは大切なことです。昨年の

台風災害はどういうものだったのか、

皆さんご一緒に振り返ってみることに

しましょう。

平成１４年の台風発生数と
日本に接近上陸した台風

　昨年内に発生した台風の数は２６個

です（平成１４年１２月１０日現在）。

台風は毎年２７個程度発生しますので、

昨年は平年並みであったといえるでし

ょう。そして、３個の台風（６、７、

２１号）が日本列島に上陸し、９個の

台風（４、５、８、９、１１、１３、

１５、１６、１９号）が接近（沖縄県

地方、小笠原諸島への接近も含む）し

ました。

　７月の台風６号Ｃｈａｔａａｎ（ツ

ァターン）と７号Ｈａｌｏｎｇ（ハー

ロン）は、相次いで東海沖を北東へ進

み千葉県に上陸しました。７月の台風

が２個も関東地方に上陸したことは珍

しいことでした。通常、７月は南海上

を西から北西の方向に進む台風が多い

のですが、２つの台風は途中で進路を

北東に変え関東地方を襲ったからです。

２つの台風が秋の台風のような経路を

進んだ理由は太平洋高気圧の勢力がい

つもの年に比べて弱かったためだと考

えられています。

　上陸したもう１つの台風２１号Ｈｉ

ｇｏｓ（ヒーゴス）は、１０月１日神

奈川県に上陸し、東北地方の太平洋沿

いを速いスピードで北上しました。ま

さに関東地方にとって、平成１４年は

台風の当たり年となってしまいました。

平成１４年の台風災害―関東に上陸し

た２つの台風が起こした災害を例に

　上陸した６号Ｃｈａｔａａｎと２１

号Ｈｉｇｏｓは東日本を中心に大きな

被害を出しました。Ｃｈａｔａａｎと

Ｈｉｇｏｓの経路とそれらによる死者

・行方不明者・負傷者が出た地点と浸

水害（床上浸水・床下浸水）や土砂災

害（土砂崩れ・崖崩れ・土砂流入）に

見舞われた地域を図１に示します。デ

ータは、気象庁の台風情報、消防庁と

各都道府県からの台風被害状況の報告

や地方新聞のインターネット情報によ

りました。

　６号Ｃｈａｔａａｎは６月２９日１

５時トラック島近海で発生しました。

７月９日１８時には種子島の南南東約

３３０ｋｍの海上に位置し、進路を北

総合防災研究部門・特別研究員　湯 本 道 明



図１　台風６号（上段）と２１号（下段）の経路と台風による人的被害、浸水害・土砂災害発生地
　　　点。災害発生地点の市町村名が確認できたものを図示した。台風６号の浸水害は、京都府、
　　　石川・長野・兵庫・岡山・大分の各県でも発生している。

東に変えて、１１日０時半頃千葉県富

津市付近に上陸しました。房総半島を

通過して太平洋に出た後は、東日本沖

を北東に進み、１１日２１時には北海

道釧路市付近に再上陸しました。そし

て１２日０時頃サロマ湖付近で温帯低

気圧に変わりました。

　Ｃｈａｔａａｎが日本に接近する８

日から１１日にかけては本州上に梅雨

前線が停滞していました。この台風と

梅雨前線により８日から１２日にかけ

て全国的に大雨となり、岩手県と岐阜

県を中心に人的・住家被害が発生し、

全国で死者６名、行方不明者１名、負

傷者２９名、浸水した住宅１０，１７

５棟となりました（平成１４年１１月

５日現在）。そのうち４名が亡くなっ

た原因は、雨で増水した川や用水路な

どへの転落や中州に取り残され流され

たためでした。

　岐阜県では降り始めからの総雨量が

５００ｍｍを越えたところ（岐阜県根

尾村）もあり、大垣市など岐阜県西部

が浸水被害に見舞われています（岐阜

県西部の水害については防災科研ニュ

ースの前号で中根・湯本が報告してい

ます）。岩手県釜石、大船渡、水沢、

一関の各市では、９日２１時から１１

日２１時までの総雨量が２００ｍｍを

超え、３，５６０棟の住宅が浸水しま

した。宮城、福島、埼玉県等（計１都

１府２２県）でも浸水被害が発生しま

した。

　大雨により国内各地で土砂崩れも発

生しました。１１日９時頃岩手県釜石

市では、２名の方が土砂崩れに巻き込



まれ、同日昼過ぎに遺体となって相次

いで発見されました。他にも、土砂崩

れが原因で３名（岩手２名、福島１名

）が負傷しています。

　大雨が原因となる災害ばかりではあ

りませんでした。Ｃｈａｔａａｎが紀

伊半島の南に位置した１０日１６時頃

には、群馬県境町と埼玉県深谷市で竜

巻が発生し、その突風で１１名が負傷、

住家全壊５棟、半壊１１棟、一部損壊

８９棟の被害がでました。

　Ｃｈａｔａａｎによる被害が大きか

ったため、政府は９月１０日、Ｃｈａ

ｔａａｎと梅雨前線による災害を激甚

災害に指定しました。

　２１号Ｈｉｇｏｓは、９月２７日１

５時にマリアナ諸島付近で発生し、３

０日には沖ノ鳥島付近で中心気圧９３

５ｈＰａ、中心付近での最大風速４５

ｍ／ｓの非常に強い台風となりました。

Ｈｉｇｏｓは、１０月１日２０時半頃

神奈川県川崎市に上陸して夜半中に東

北地方太平洋側を縦断し、２日６時頃

北海道苫小牧市に再上陸後、道中部を

北上して日本海へと抜け、１２時に温

帯低気圧になりました。

　台風の動きが速いと風による災害が

多く発生します。台風の動きが速い分、

台風の風がより強くなるからです。そ

の現象は台風の進行方向の右側で大き

く表れます。Ｈｉｇｏｓは時速６０ｋ

ｍ以上の速さで東日本を駆け抜け、各

地に風による災害をもたらしました。

　この台風の上陸により、全国で死者

５名と負傷者８８名がでました（平成

１４年１０月１７日現在）。５名の方

の死亡原因は、強風により外れた窓枠

の下敷きになった（１名）、切れた電

線に触れた（２名）、高波にさらわれ

た（１名）、船の固定作業中に海に転

落した（１名）、でした。負傷者の５

６名は、強風にあおられての転倒や強

風で割れたガラスや倒れた木、あるい

は飛散物等によりけがをされました。

　Ｈｉｇｏｓの強風は、１０月１日２

１時半頃茨城県潮来・鹿嶋の両市で送

電線鉄塔９基を倒壊・折損しています

（図２）。Ｈｉｇｏｓは２１時から２

２時にかけて茨城県取手市付近から里

美村付近へと進んでおり、潮来・鹿嶋

両市は台風の進行方向右側に位置して

いました。倒壊鉄塔付近の鉄塔に設置

された風速計は最大瞬間風速値５６．

７ｍ／ｓを示していました。倒壊の原

因は関係機関からの詳細な調査報告を

待たなければ判りませんが、台風の強

風が引き金になったものと思われます。

鉄塔倒壊のほかにも、関東・東北各地

で農畜産施設の倒壊、りんごの落果、

作物が倒れる、といった農業被害や、

岩手県平泉町・中尊寺金色堂前の杉の

古木が倒れるなど文化財の被害も起こ

りました。

　この台風でも１５都道県で住家の浸

水被害（床上２０３棟、床下１，３５

２棟）や、各地で土砂崩れが発生して

います。しかし、Ｃｈａｔａａｎに比

べＨｉｇｏｓは、強風が原因となる被

害も多く出しています。移動の速い台

風に対しては、雨ばかりでなく風によ

る災害にも注意を払う必要があります。



図２　台風２１号の強風で倒壊した送電鉄塔（茨城県潮来市米島・平成１４年
　　　１０月２日午後３時頃、東北東を向いて撮影）。

おわりに

　昨年日本に上陸した台風はすべて関

東地方に上陸しました。関東地方は一

昨年も２個の台風が通過しています。

一方で、これまで台風による被害が多

かった九州では、平成１２年以降台風

が１個も上陸していません。たまたま

の偶然なのでしょうか。それとも、台

風のたどるコースが変わってきている

のでしょうか。

　台風の動きは偏西風や気圧配置に左

右されやすいのではっきりしたことは

解りません。

　これまでの台風や気象・気候の記録

調べや、数値モデルのシミュレーショ

ン実験を通じて検討してみると、興味

深いことが出てくるかも知れません。

同時に、台風の進むコースや台風の性

質（移動が速い、大雨を降らせやすい

等）と台風の災害との関係を調べると、

台風災害をより少なくするために役立

つ情報が得られることも期待できます。

　しかし、これまでの台風災害の情報

量は非常に大きく、しかもそれらは散

在していて、被害状況をまとめること

でさえ難しくなっています。情報技術

が発展している今、過去の台風災害情

報を集約したデータベースの構築や、

データの相互利用を可能とする情報シ

ステムの構築が必要なのではと考えて

います。そして、防災科研では特定研

究プロジェクト「気候変動に関わる気

象・水災害予測に関する研究」の中で

台風災害情報データベースシステムの

構築に取組みはじめています。

　最後に、台風の災害で亡くなられた

方にはお悔やみと被害に遭われた方々

にお見舞いを申し上げます。



ワークショップ参加者

　防災科学技術研究所が日本列島全体

を稠密に覆う地震観測網（Ｈｉ－ｎｅ

ｔ、Ｆ－ｎｅｔ、Ｋ－ＮＥＴ、ＫｉＫ

－ＮＥＴ) を運用していることは皆様す

でによくご存知と思いますが、実は私

達は日本国内だけでなく、アジア・太

平洋地域でも各国と協力して地震観測

を行っています。

　現在行っている観測は、元々は２年

前まで実施されていた地球深部構造の

解明を目的とした「全地球ダイナミク

ス計画」で、防災科研、気象研、地質

調査所（当時）、建築研、および大学

が共同して行っていたものですが、計

画の終了後、広い意味の地震防災・地

震調査研究を目的とした観測網として、

防災科研がその運用を引き継ぎました。

　現在多くの国々と協力を行っていま

すが、今回はインドネシア、フィジー、

トンガ、ニウエ、クック、オーストラ

リアの太平洋地域の国々の人々をつく

ばへ招聘して、プロジェクトの成果、

観測の状況、各国の地震観測網の現状

等を報告・議論して相互理解を深め、

将来に向けて問題の解決を図ることを

目的としたワークショップを開催しま

した。参加者は海外から１２名、日本

から１５名の合計２７名でした。

　２日間の講演会では日本側によるプ

ロジェクトの概要、広帯域地震計、観

測の問題点、データ管理についての報

告、外国からの参加者による各国の地

震観測の現状、各組織の業務、島の自

然・文化・社会等の紹介、そして日本

人研究者による「全地球ダイナミクス

計画」の成果、防災科研の地震観測網、

リアルタイム地震情報システム、広帯

域地震計による火山研究等の発表、そ

してＨｉ－ｎｅｔ、Ｆ－ｎｅｔ、Ｋ－

ＮＥＴ、ＫｉＫ－ＮＥＴの見学等が行

われました。

　講演会の最後に、データの品質向上

のための方策と今後の協力の具体的な

内容が議論されました。特に要望が大

きかったのが、現地機関の地震火山監

視業務への当プロジェクトの貢献です。

防災研究情報センター　国際地震観測管理室長　井 上 　 公



防災科研が海外の機関と協力してデータを収集・交換している地震観測点。今回の
ワークショップには黄色および緑色の観測点の国々の協力者を招聘しました。

講演会 箱根の巡検

現在の我々の観測網は過去に行われた

純粋科学研究のために、専ら日本側が

データを利用することを念頭に設計さ

れたものであり、現地機関がその場で

記録を簡単に利用することができませ

ん。そこで地震波形をリアルタイムで

モニターして解析するための機器とソ

フトウェア、およびそれらの使用方法

のトレーニングの提供が強く要望され

ました。また当プロジェクトが、地震

火山活動監視に重要な隣国同士でのリ

アルタイムデータ交換の推進を目的と

したコミュニケーションの場となるこ

とも同時に要望されました。

　ワークショップ後半の２日間では、

東京の気象庁本庁での地震火山監視業

務および気象海洋関係の業務の見学、

神奈川県立温泉地学研究所の見学およ

び箱根火山の巡検を行いました。

　今回各国から招聘した人々には５年

以上前から地震観測に協力してもらっ

ていますが、殆どは今回がはじめての

日本訪問でした。アジア太平洋地域に

おける地震の観測とデータ交換を防災

科研の長期的な国際協力プロジェクト

として継続・発展させていくために、

今回のワークショップで海外の観測機

関の人々とお互いの研究・業務の現場

をとりまく状況を報告・議論し、共通

の問題意識をもつことができたことは

非常に大きな成果でした。



あの日、多くの人々が地震のエネルギーのすさまじさを目の当たりにしました。

記憶は薄れる

　阪神・淡路大震災からまもなく８年

が経ちます。６，４００人あまりの死

者を出した地震災害が私たちの記憶か

ら薄れてきています。特に直接被害を

受けなかった人たちは、８年前の出来

事を普段は思い出すことさえなくなっ

ています。広報を担当するようになっ

てから８ヶ月が経ちましたが、防災科

研を訪れた見学者の中にも阪神・淡路

大震災を経験した人が何人かいました。

　地震が起きたときには、ほとんどの

人が寝ていて、大きな揺れで目が覚め

たけれども何もすることが出来なかっ

たそうです。時間が経ち被害の状況が

わかってくるにつれて、親戚や友人知

人の安否が気になるなど、何とも言え

ない不安を覚えた、と同時に、地震国

である日本の建物があまりにも無惨に

崩壊したことを知って、改めて地震の

怖さを感じたと言います。最終的に死

者・不明６，４３０人を数える大災害

となりましたが、そのような大地震を

経験した人でさえ、防災科研を見学で

訪れるまで、地震のことを思い出すこ

とはほとんどなかったと言います。

　何故でしょうか。答えはなかなか見

つかりません。

災害の怖さをどう伝えるか 

　災害の怖さを見学者たちに伝えるに

はどうすれば良いか考えてみました。

見学に訪れた人の多くは、防災科研で

の研究内容を理解出来たと言ってくれ

ます。それと同時に、「こんなに税金

をかけて研究しているのだから、地震

は予知できますよね」「次はどこで地

震が起きますか」「実際に地震が起き

たらどうなりますか」という質問を受

けることもたびたびです。私には、「

災害の怖さは伝わらない！！

企画部企画課広報担当　笹 本 　 健



明日、あなたのまちがこんな風景になっているかも知れません。

は出来ない」「どこで起きるかわから

ない」「起きてみないとわからない」

と、答えることしかできません。無責

任かも知れませんが、見学者からお叱

りを受けることはありません。

　何故でしょうか。

　実際に経験しないと、本当の災害の

怖さは伝わらないのです。多くの災害

では、国や自治体の対応について、直

接被害を受けた人たちが批判や苦情を

言うのです。だから、経験したことの

ない人にいくら説明しても、その怖さ

を伝えることは難しいのです。東海地

震、東南海地震、南海地震などは近い

将来必ず起きると言われていますが、

その確率が今後数十年に何％と言われ

ても、興味を示す人はごくわずかでし

ょうし、起きたときの怖さなど、経験

したことのない人たちには、伝えよう

がないと思います。いつ起きるか、起

きたらどうなるかは、起きてみないと

わからないからです。

　阪神・淡路大震災が起きたとき、土

木・建築の専門家のなかにさえ、高速

道路やビルの中間層階があのように崩

壊するとは思わなかったと言う人がい

ました。専門家にも想像できない現象

が起こりうるのです。

生活の中に防災の習慣を

　無責任な答えの後に、私は､｢いつど

こでどんな地震が起きるかわからない

し、起きる地震は止めることが出来な

いのだから、来るであろう地震に備え

ること、それを今やる勇気が必要だ」

と、付け加えることにしています。例

えば、お子さんや、お孫さんが寝てい

る部屋のタンスをネジで固定している

かしていないかで、大きな地震でなく

ても、生死を分ける可能性があること

について説明します。「今日私が言っ

たことを実行する勇気、タンスに傷を

付ける勇気のある人は、お子さんやお

孫さんが地震の犠牲者にならない可能

性が少しは高くなりますよ。」と言う

ことにしています。ほとんどの人は納

得し、なるほどとうなずいてくれます。

「とにかく、今できる最低限のことを、

帰ったらやってみてはいかがですか」

と伝えます。

　要するに、緊急時に備えて今できる



この冊子は再生紙を使用しています｡

　研究交流棟の建設工事は順調に進み、建家の外観が現れてきました。完成した研究交

流棟では、４月２２日（火）に竣工式典とあわせて第２回成果発表会を開催します。プ

ログラム、申し込み方法等の詳細は、防災科研ホームページで随時お知らせ致します。

　　日　　　時：平成１５年４月２２日(火)

　　会　　　場：防災科学技術研究所　研究交流棟

　　参　加　費：無料

　　プログラム：午前　１０：３０～　　　　　　受付

　　（予定）　　　　　１１：００～１２：００　施設見学

　　　　　　　　午後　１３：００～　　　　　　竣工式

　　　　　　　　　　　１３：４０～　　　　　　記念講演

　　　　　　　　　　　１４：３０～　　　　　　成果発表及びポスター発表

　　　　　　　　　　　１７：２０～１９：００　懇親会

ことを今やる、そして、防災を毎日の

生活のなかの習慣にすることが大切だ

と思います。枕元に懐中電灯を置いて

おくのも習慣の一つでしょう。地震な

どの備えや災害が起きたあとの行動に

ついて、どんな形でも良いから習慣の

なかに取り入れることが大切ではない

でしょうか。現在、天気予報を見るこ

とは、ほとんどの皆さんが習慣になっ

ているような気がしますが、地震に関

連した知識や情報が天気予報のように

毎日放送されることが考えられてもよ

いと思います。

第２回成果発表会のお知らせ




